
















































































































































































































































とLouis Ｆ.Swiftが副社長, L. A. Cartenが財務部長, D. E. Hartwellが総
務部長であった。 1888年に資本金は300万ドルに増加され，創案者Ｇ・Ｆ
・スウィフトが死去した1903年には資本金2,500万ドルとなり，同年の取



























































Worksを買収した。 88年にはArmour Grain Co. やArmour ElevatorCo ｡を
創設した。 90年にはミンス・ミートの商品化を行い，93年にはArmour In-
stituteof Technology を開設し，また94年にはArmour FertilizerWorks を設
立した。96年にはArmour Soap Works が業務を開始し，97年にはグリセ
リン工場が開設された。































Trust Co. やシカゴのContinental and Commercial NationalBank などの銀行
支配下におかれることになった。そして1923年，遂にＪ・オグデン・アー
マーが失脚する事態を迎え，彼は会長に退き(1927年８月に死去)，後任社











　1889年に缶詰事業を行うイリノ刊ヽ|ヽ|の株式会社Fairbank Canning Co. が

















































































































































































































































スのFowler Packing Ｃｏ･，シカゴのAnglo-American Provision Ｃｏ･，Omaha
Packing of Illinois,St. Louis Dressed Beef and Provision Ｃｏ･,United Dressed































































































た年でもあり，食肉加工業者に対しては,1905年にC. E. RussellＴｈｅ Ｇｒｅａt-
心Trust in the We?j（最初にＥｖｅｒｙｂｏｄｙ’ｓＭａｇａｚｉｎｅ誌に掲載。同年にRidgway-





































































































































































































































































































































1963年のそれぞれの付加価値は41%, 39%, 34%, 31%と次第に低下する
傾向を示していた61）。
　このようにアメリカ食肉産業における寡占状態がくずれるようになった
第１の要因は，冷凍貨車の普及と中・小都市市場の発展である。冷凍貨車
の開発は，当初，巨大な資本投下を必要とし巨大企業による全国支店網の
確立をもたらし，それがひいては食肉産業の寡占を生んだことは既に述べ
た。しかし，次第に冷凍貨車輸送が普及するにつれ，巨大企業における屠
殺工場の分散化が進み，それが勃興しつつあった東北部以外の中小都市市
場を背景として小企業や新参者の進出を刺激する結果となったのである。
　反集中化の第２の要因として，工場における「規模の経済」が屠殺業務
においては非常に限定されていることがあげられる。牛の屠殺に関するあ
る調査によれば，「牛１頭の屠殺費用は，１時間当たり20頭の割合の場合
の10.67ドルから，１時間当たり120頭の割合で7.91ドルに低下するにすぎ
ない。また牛１頭当たりの労務費は，同様の割合に7.24ドルから5.33ドル
に低下するだけである。１週に40時間操業し，１時間当たり120頭を屠殺
する工場は，1964年の全国の牛の供給のわずか１％を屠殺するにとどま
る」ことを示していた。
　第３の要因として，むしろ新参者にコスト上の利点を与えた賃金問題が
ある。多数の工場をもつ巨大企業の時間当たり平均賃金は，単一工場企業
より75セント高い。大都市賃金は，中小都市賃金より平均して24セント高
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い。時間当たり賃金は，小工場よりも500人以上の従業員をもつ工場で68
セント高い。労働者の大部分が労働組合契約下にある工場の賃金は，労働
組合をもたず，また組合従業員の少ない工場より1.15ドル高い。かくて，
都市以外にあり，独立した単一工場でしかも組合をもたない会社は，大都
市の大手食肉企業よりも低い労務費の利点を確保できたのである。
　新参者に巨大食肉企業との直接競争を可能にさせた第４の要因は，合衆
国政府による「食肉の格付け」(federal grading)であった。食肉検査制度は
既に1880年代末から始まっていたが，それが不徹底であったため1906年に
食肉検査法(Meat InspectionAct.連邦政府にょる強制検査）が制定され，さら
に第２次大戦以後，政府の格付け専門官による公正な第三者が食肉の等級
・収量を決定し，それにもとづいて販売が行われる「格付け・収量販売制」
(gradeand yieldselling)が次第に一般化するようになった。これによって食
肉の品質は同一化され，小企業はビッグ・フォアと対等の立場で直接競争
することが可能となったのである。
　最後に，アメリカ食肉加工業における反集中化をもたらした第５の要因
として，チェイン・ストアの台頭の問題があった。 1920年代は一般に「チ
ェイン・ストアの時代」と呼ばれ，それは，勃興しつつあった地方の中小
都市の消費者を対象とし，多数の小売店舗を各地に展開することによって
大量仕入＝大量販売のメリットを追及し，こうして多数の近代的な巨大小
売企業が発展していった。しかし，ここで注意すべき点は，特にＡ＆Ｐの
ごとき食料品小売販売企業が同時に巨大な製造企業でもあり，その商品に
　「アン・ページ」，「ジェーン・パーカー」といった自己の商標をつけて販
売するようになったことである。食肉についても, A&Pをはじめとする
巨大小売企業は，先に述べた種々の要因によって生成しつつあった中小食
肉業者からの購入と，自らの食肉加工工場によって生産した食肉に自社の
ラべルを付けて販売し，ここに「スウィフト・プレミアム」，「アーマー・
スター」といった大手食肉加工業者の銘柄による製品との衝突がみられる
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ようになった。すでに食肉加工業者の流通戦略は，大衆市場の急激な発展
につれて，従来の冷凍貨車開発による物的流通革命にもとづく全国市場の
形成から，次第にナショナル・ブランドの浸透という広告による情報流通
面に大きく変っていたのであり，それがチェイン・ストアによる大量販売
を可能にさせたともいえる。食肉加工業者が一層広告活動を積極化し，そ
れによって自社ブランド品の販売と小売店への圧力を強化しようと努めれ
ば，それにつれて巨大小売業者もますます自社自身によるプライべート・
ブランド製品を増大することによって対抗することは十分に予想される。
その意味で，今後とも大型小売店の相対的交渉力はおそらく維持されるか，
更には強化されると考えて良いであろう62)。
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